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１
．
は
じ
め
に

従
来
、
近
代
に
お
け
る
韓
国②
の
仏
教
に
関
連
す
る
研
究
は
、
主
に
「
親
日
‐
抗
日
」

と
い
う
二
つ
の
構
図
の
中
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
韓
国
の
代
表
的
な
僧
侶

で
あ
っ
た
白
龍
城③
、
韓
龍
雲④
を
、「
親
日
―
抗
日
」
構
図
に
代
入
す
る
な
ら
ば
、「
妻

帯
―
比
丘
」と
い
う
二
項
対
立
の
構
図
を
簡
単
に
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
「
親
日
―
抗
日
」
と
い
う
図
式
は
、
近
現
代
の
韓
国
仏
教
に

限
ら
ず
、
今
日
の
韓
国
、
韓
国
人
の
「
近
代
」
と
い
う
歴
史
認
識
と
し
て
定
着
し
て

き
た
。
２
０
０
９
年
に
韓
国
で
発
刊
さ
れ
た
『
親
日
人
名
辞
典
』
は
、
当
時
の
日
本

帝
国
主
義
の
残
滓
、親
日
派
清
算
と
い
う
話
題
を
再
び
浮
上
さ
せ
る
起
爆
剤
と
な
り
、

韓
国
社
会
に
お
け
る
反
日
感
情
は
、
韓
国
人
個
々
人
の
意
識
の
中
に
根
深
く
存
在
し

て
、誰
も
疑
い
え
な
い
当
然
の
「
韓
国
の
近
代
史
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。 

で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
実
は
、
な
ぜ
、
韓
国
近
代
史
の
大
き
な
歴
史
の
流
れ
と
し

て
構
築
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
近
代
の
「
親
日
―
抗
日
」
の
構
図
は
、

い
か
に
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
何
よ
り
親
日
へ
の
傾
斜
を
み
せ
た
人
物
の
い
か

な
る
行
動
が
、
ど
の
よ
う
に
こ
う
し
た
「
親
日
―
抗
日
」
と
い
う
座
標
に
配
置
さ
れ

た
の
か
。

本
論
文
は
、
今
日
の
「
親
日
―
抗
日
」
の
構
図
の
中
で
培
わ
れ
た
誤
っ
た
日
韓
両

国
の
近
代
歴
史
認
識
を
批
判
的
に
検
討
す
る
た
め
に
、
当
時
の
時
代
的
な
背
景
を
念

頭
に
置
い
て
、「
親
日
」
と
い
う
用
語
に
絡
み
つ
く
多
様
な
意
味
に
つ
い
て
考
察
す

る
。「
親
日
―
抗
日
」
と
い
う
図
式
は
、
近
代
以
降
、
韓
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
生

み
出
す
た
め
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
、
一
つ
の
歴
史
認
識
の
産
物
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま

り
、
今
日
の
韓
国
人
が
思
う
「
親
日
」
と
い
う
用
語
は
、「
現
在
」
を
基
盤
と
す
る
視

点
で
あ
り
、
そ
の
対
象
も
、「
日
本
（
日
本
帝
国
）」、
あ
る
い
は
「
日
本
人
」
を
想
定

し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
時
の
時
代
的
な
状
況
を
念
頭
に
置
く
な
ら
、「
親
日
」
の
意

味
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
解
釈
し
う
る
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
当
時
の

「
親
日
」
と
い
う
行
為
を
、
親
日
の
主
体
か
ら
捉
え
る
な
ら
、
お
の
お
の
、
そ
れ
ぞ
れ

多
様
な
親
日
の
対
象
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
下
で
は
、「
親
日
―
抗
日
」
と
い
う
歴
史
認
識
の
議
論
の
有
効
性
を
も
つ
い
い
素

材
に
な
り
得
る
近
代
に
お
け
る
韓
国
と
日
本
の
「
仏
教
」
を
研
究
対
象
に
、
次
の
よ

う
に
論
を
進
め
た
い
と
思
う
。
ま
ず
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
見
ら
れ
る
「
親
日
仏

教
」、「
親
日
僧
侶
」、「
親
日
派
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
こ

う
し
た
用
語
に
つ
い
て
、
時
代
的
背
景
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
朝
鮮
仏
教
界
の
「
親

日
」
に
内
在
す
る
多
様
な
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
最
後
に
、「
日
本
仏
教
」
不

在
の
韓
国
仏
教
の
「
親
日
」
言
説
に
つ
い
て
論
じ
る
な
か
で
、
今
日
韓
国
に
定
着
し

て
い
る
「
親
日
―
抗
日
」
言
説
の
意
義
を
、
改
め
て
吟
味
す
る
こ
と
と
す
る
。

近
代
韓
国
仏
教
の
「
親
日
―
抗
日
」
の
言
説①

―
朝
鮮
仏
教
に
お
け
る
「
親
日
」
を
め
ぐ
る
意
味
的
多
様
性

―

諸　
　
　

点　

淑
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２
．
日
韓
両
国
の
近
代
と
い
う
歴
史
認
識
と
「
仏
教
」

本
章
で
は
、
ま
ず
、
日
韓
両
国
の
近
代
と
い
う
歴
史
認
識
と
仏
教
と
の
関
連
性
に

つ
い
て
、
簡
単
に
考
察
す
る
。
日
韓
両
国
の
近
代
の
歴
史
認
識
に
つ
い
て
は
、
次
の

両
国
の
国
家
記
念
日
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
韓
国
の
場
合
は
、
１
９
１
９
年
3

月
1
日
に
発
生
し
た
独
立
運
動
を
記
念
し
た
「
三
一
節
」、
１
９
４
５
年
8
月
15
日
、

日
本
帝
国
か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
た
「
光
複
節
」
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
日

本
に
お
い
て
は
、
終
戦
を
記
念
し
た
「
終
戦
記
念
日
」、
広
島
や
長
崎
の
経
験
か
ら
戦

争
の
な
い
平
和
を
祈
願
す
る
「
平
和
記
念
日
」
で
あ
ろ
う
。
前
者
に
強
調
さ
れ
る
の

は
、「
民
族
（
主
義
）」「
抗
日
」「
独
立
（
運
動
）」「
親
日
」「
同
化
」「
協
力
」「
転
向
」

と
い
っ
た
レ
ッ
テ
ル
で
あ
ろ
う
。
後
者
に
お
い
て
は
、戦
前
の
「
帝
国
」「
文
明
」「
平

和
」
と
い
う
ア
ジ
ア
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
に
、
戦
後
の
被
害
者
の
立
場
も
加
え

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
異
な
る
両
国
歴
史
認
識
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、

自
国
中
心
で
他
者
不
在
の
歴
史
認
識
が
、
現
在
に
至
っ
て
も
変
わ
ら
ず
継
承
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

と
く
に
韓
国
は
、
こ
う
し
た
自
国
中
心
の
歴
史
認
識
に
よ
っ
て
、「
親
日
―
抗
日
」

の
図
式
が
強
く
定
着
し
て
き
た
。
い
わ
ば
、「
親
日
」
と
関
連
す
る
す
べ
て
の
歴
史
に

つ
い
て
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
認
識
を
加
え
、
韓
国
社
会
か
ら
追
い
出
す
「
悪
」
と
し
て
、

深
く
根
を
張
り
な
が
ら
構
築
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
逆
に
、「
抗
日
」
に
関
わ
る
歴

史
に
つ
い
て
は
、
国
家
記
念
日
に
こ
と
さ
ら
に
強
調
す
る
な
ど
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
歴

史
認
識
を
与
え
、
韓
国
と
い
う
民
族
を
支
え
る
重
要
な
レ
ッ
テ
ル
と
し
て
、
今
日
ま

で
認
識
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
、「
親
日
―
抗
日
」
の
二
項
対
立
的
な
認
識
は
、
韓

国
の
近
代
歴
史
を
論
じ
る
う
え
で
、
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
今
日
の
韓
国
仏
教
は
、
植
民
地
朝
鮮
の
日
本
仏
教
と
不
可
分
の
関
係
を
有

し
て
お
り
、
こ
う
し
た
理
由
で
、「
親
日
仏
教
」「
倭
色
仏
教
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、「
親
日
―
抗
日
」
の
フ
レ
ー
ム
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
韓
国
の
仏
教

は
重
要
な
素
材
と
な
り
う
る
。
ま
た
、「
仏
教
」
と
い
う
宗
教
的
な
共
通
基
盤
を
視
野

に
い
れ
た
場
合
、「
親
日
―
抗
日
」
と
い
う
図
式
は
、
韓
国
仏
教
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ

を
通
じ
て
、
日
本
仏
教
の
近
代
的
な
側
面
を
も
同
時
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
別

の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
日
本
仏
教
、
韓
国
仏
教
が
「
忘
却
」
し
て
き
た
歴
史
的
な
事

実
を
、
互
い
に
「
自
覚
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
韓
両
国
の
仏
教
の
「
近
代
像
」

を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
韓
国
仏
教
を
「
親
日
仏
教
」
と
命
名
し
た
場
合
、
代
表
的
に
言
及
さ
れ

る
の
が
、「
妻
帯
肉
食
」
の
言
説
で
あ
る
。
前
近
代
の
朝
鮮
僧
侶
の
姿
は
、「
山
中
仏

教
」
と
い
っ
て
、
世
俗
か
ら
離
れ
て
、
山
中
で
座
禅
を
し
つ
つ
修
行
す
る
の
が
一
般

的
で
あ
っ
た
。
結
婚
を
タ
ブ
ー
視
し
た
の
は
無
論
、
肉
食
、
酒
を
禁
じ
た
の
も
、
重

要
な
戒
律
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
植
民
地
時
期
に
な
っ
て
か
ら
、
日
本
仏
教

の
影
響
を
受
け
、
韓
国
僧
侶
の
過
半
数
が
結
婚
し
、
山
中
仏
教
で
は
な
く
都
会
仏
教

の
姿
へ
と
、
韓
国
仏
教
界
は
変
貌
し
た
。
日
本
帝
国
の
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た

１
９
４
５
年
以
降
は
、「
日
帝
残
滓
清
算
」
と
い
う
韓
国
政
府
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
合

致
し
、「
仏
教
浄
化
運
動⑤
」
と
い
う
名
で
、
妻
帯
僧
侶
は
「
親
日
仏
教
」「
親
日
派
」

と
名
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
逆
に
、未
婚
で
修
行
中
心
の
韓
国
仏
教
の
宗
派
は
、

「
民
族
仏
教
」
と
い
う
衣
（
仏
教
浄
化
運
動
）
を
纏
い
、「
親
日
仏
教
」「
倭
色
仏
教
」
を

追
い
出
す
た
め
に
先
頭
に
立
っ
た
。
こ
う
し
て
、
韓
国
仏
教
界
の
「
親
日
―
抗
日
」

の
図
式
は
出
発
し
た
の
で
あ
る
。     

で
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
持
つ
韓
国
仏
教
の
、
現
在
の
姿
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
あ
い
に
く
、
今
日
の
韓
国
仏
教
の
代
表
的
な
宗
派
で
あ
る
曹
渓
宗
を

含
む
韓
国
仏
教
は
、
日
本
仏
教
の
色
彩
を
強
く
残
し
て
い
る
。
韓
国
仏
教
の
宗
団
シ

ス
テ
ム
を
は
じ
め
、
今
で
も
一
部
で
行
な
わ
れ
て
い
る
僧
侶
の
結
婚
問
題
な
ど
、
払

拭
し
よ
う
と
し
て
も
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
、
韓
国
仏
教
界
も
す
で
に
認
識

し
て
い
る
。
仏
教
界
で
は
、「
親
日
」
的
な
姿
を
保
ち
な
が
ら
、
外
部
で
は
「
反
日
」

と
「
抗
日
」
を
強
調
す
る
し
か
な
い
構
造
が
、
今
日
の
韓
国
仏
教
の
姿
で
あ
る
。
結
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局
、
旧
植
民
地
に
お
い
て
、
旧
植
民
地
宗
教
と
し
て
存
在
す
る
た
め
に
は
、
金
哲
が

指
摘
し
た
「
親
密
な
る
敵
（in

tim
ate en

em
y

⑥
）」

―
こ
こ
で
は
日
本
仏
教

―
と

同
居
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
韓
国
仏
教
は
、
植
民

地
期
の
日
本
仏
教
の
影
響
の
中
で
成
立
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
歴
史
を
な

か
っ
た
こ
と
と
し
た
い
、
な
い
し
は
そ
れ
を
「
忘
却
」
し
、「
民
族
仏
教
」
と
し
て
の

姿
の
み
を
自
明
な
事
実
と
し
て
認
識
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
仏
教
は
、
近
代
の
朝
鮮
仏
教
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

が
、
こ
れ
は
当
然
の
歴
史
的
な
事
実
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
日
本
仏
教
も
同
じ

く
、
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
、
朝
鮮
仏
教
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
注
意
を
払
う
べ
き
問
題
は
、
同
様
の
時
空
間
の
「
近
代
」
と
い
う
経
験
を
、

日
本
仏
教
で
あ
れ
、
韓
国
仏
教
で
あ
れ
、
ま
た
支
配
者
で
あ
れ
、
被
支
配
者
で
あ
れ
、

相
互
の
緊
密
な
関
係
を
維
持
し
な
が
ら
、
と
も
に
近
代
化
の
過
程
を
経
験
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
韓
国
仏
教
に
該
当
し
そ
う
な
「
親
日
―
抗
日
」
と
い
う

図
式
は
、
実
は
日
本
仏
教
と
無
関
係
な
も
の
で
は
な
い
、
共
犯
関
係
の
中
に
あ
る
と

い
う
事
実
を
、
喚
起
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。  

以
上
、
本
論
文
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
の
下
で
、
日
韓
近
代
史
を
認
識
す
る

共
通
基
盤
と
し
て
有
効
な
「
仏
教
」
を
対
象
に
、「
親
日
―
抗
日
」
と
い
う
二
項
対
立

的
な
歴
史
構
図
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
次
章
で
は
、「
親
日
仏
教
」
と
関
連
し
た
従
来

の
言
説
を
検
討
し
、
そ
こ
か
ら
近
代
韓
国
仏
教
の
「
親
日
―
抗
日
」
の
構
図
に
接
近

し
た
い
と
思
う
。

３
．
韓
国
の
先
行
研
究
に
み
る
韓
国
仏
教
の
親
日
「
像
」

で
は
、
従
来
の
韓
国
研
究
者
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
な
事
実
を
根
拠
に
、

韓
国
の
仏
教
を
「
親
日
仏
教
」、
人
物
を
「
親
日
派
」、
行
為
を
「
親
日
行
為
」
と
規

定
し
て
き
た
の
か
。
先
行
研
究
を
通
じ
て
、
代
表
的
な
事
例
を
時
期
別
に
簡
単
に
整

理
し
て
み
よ
う
。
た
だ
し
、
本
論
文
は
、
植
民
地
期
の
日
本
仏
教
界
の
親
日
行
為
の

真
偽
・
可
否
を
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
彼
ら
の
い
か
な
る

行
為
が
「
親
日
行
為
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
か
に
重
点
を
置
く
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
朝
鮮
仏
教
界
の
代
表
的
な
親
日
人
物
の
行
跡
を
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
。 

韓
国
の
仏
教
史
上
、「
親
日
」
と
い
う
用
語
を
付
与
さ
れ
、
最
も
早
く
仏
教
学
界
に

登
場
し
た
人
物
は
、
李
東
仁
で
あ
る⑦
。
彼
は
、
１
８
７
８
年
、
日
本
仏
教
で
あ
る
真

宗
大
谷
派
の

山
別
院
で
、
奥
村
円
心
と
出
会
っ
た
。
そ
の
時
、
奥
村
は
、
各
分
野

の
朝
鮮
人
と
の
人
間
関
係
を
通
じ
て
、
朝
鮮
内
の
開
化
派
を
直
接
・
間
接
的
に
支
援

し
、
朝
鮮
人
を
対
象
に
布
教
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
李
東
仁
は
、
奥
村

の
協
力
に
よ
り
日
本
へ
渡
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
、
福
沢
諭
吉
と
い
っ
た
日
本
の

朝
野
の
政
治
家
と
出
会
っ
た
り
、
近
代
文
物
を
経
験
し
な
が
ら
、
近
代
的
文
明
を
開

化
派
の
金
玉
均
ら
に
伝
え
、
朝
鮮
の
近
代
化
を
図
る
よ
う
に
な
る
。

さ
て
、
こ
の
時
期
の
奥
村
円
心
、
真
宗
大
谷
派
に
関
す
る
研
究
で
は
、
日
本
仏
教

を
先
頭
に
立
て
、
朝
鮮
半
島
植
民
地
化
の
尖
兵
の
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
の
が
、

一
般
的
な
評
価
で
あ
る⑧
。
こ
う
し
た
使
命
を
持
っ
て
い
た
奥
村
や
日
本
仏
教
に
対
し

て
、
李
東
仁
が
親
和
的
な
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
日
本
に
渡
り
日
本
の
政
治
家

と
交
流
を
し
て
い
た
点
な
ど
は
、
李
東
仁
を
、
朝
鮮
と
い
う
国
の
情
報
を
渡
す
「
ス

パ
イ
」
と
評
価
す
る
基
盤
と
な
っ
た
。
李
東
仁
を
「
開
化
僧
侶
」
で
は
な
く
「
親
日

僧
侶
」
と
見
る
理
由
も
、
こ
こ
に
あ
る⑨
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
、
近
代
の
韓
国
仏
教
の

「
親
日
」
の
歴
史
は
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

１
８
９
５
年
、
日
本
仏
教
で
あ
る
日
蓮
宗
の
僧
侶
で
あ
る
佐
野
前
励 

は
、
朝
鮮
僧

侶
の
都
城
出
入
り
禁
止
を
解
除
す
る
た
め
、
健
白
書
を
金
弘
集
内
閣
に
提
出
す
る
こ

と
と
す
る
。
そ
の
後
、「
僧
侶
の
都
城
出
入
り
禁
止
を
緩
和
せ
よ
」
い
う
勅
令
が
下
さ

れ
、
長
く
続
い
た
僧
侶
の
漢
陽
都
城
へ
の
出
入
り
禁
止
が
解
禁
さ
れ
た
。
こ
の
時
、

崔
就
虚
と
い
う
人
物
が
、
解
禁
の
直
後
、
佐
野
に
、「
尊
師
が
５
０
０
年
来
の
無
念
な
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事
情
を
解
決
し
て
く
だ
さ
っ
た
」
と
い
う
内
容
の
感
謝
の
手
紙
を
送
る
。
こ
う
し
た

行
為
は
、
崔
の
最
初
の
親
日
行
為
と
捉
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
彼
の
2
度
目
の
親
日

行
為
は
、
寺
刹
令
の
公
布
が
行
わ
れ
る
際
に
、「
日
本
王
の
聖
徳
」
と
称
賛
す
る
文
章

を
発
表
し
た
こ
と
で
あ
る⑩
。
こ
の
よ
う
な
佐
野
に
よ
る
僧
侶
の
都
城
出
入
り
禁
止
の

解
除
を
め
ぐ
る
出
来
事
は
、
朝
鮮
仏
教
の
目
に
日
本
仏
教
が
、
朝
鮮
政
府
の
抑
圧
か

ら
解
放
し
て
く
れ
た
恩
人
に
映
り
、
朝
鮮
仏
教
界
が
日
本
化
へ
と
展
開
し
て
い
く
契

機
と
な
っ
た⑪
。

も
う
一
つ
の
朝
鮮
仏
教
界
の
親
日
的
様
相
は
、
１
９
０
６
年
に
韓
国
仏
教
界
初
の

近
代
式
教
育
機
関
で
あ
る
明
進
学
校
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。「
仏
教
研

究
会
」
を
創
設
し
た
洪
月
初
は
、
彼
が
推
進
し
よ
う
と
し
た
朝
鮮
仏
教
の
近
代
化
の

一
環
と
し
て
、
李
晦
光
と
と
も
に
学
校
設
立
を
進
め
た
。
そ
の
際
、
協
力
を
受
け
た

の
が
、
浄
土
宗
の
開
教
師
で
あ
る
井
上
玄
眞
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
進
学
校
の
教
育

課
程
は
、
仏
教
学
よ
り
も
、
修
身
、
読
本
、
算
術
、
歴
史
、
地
理
と
い
っ
た
一
般
科

目
に
偏
っ
て
い
た
。
と
く
に
、
日
本
語
科
目
も
同
時
に
開
設
さ
れ
て
い
た
が
、
井
上

は
当
時
、日
本
語
教
師
も
務
め
て
い
た
。
日
本
語
と
い
う
教
育
課
程
や
そ
の
科
目
を
、

日
本
人
の
教
員
に
教
え
て
も
ら
う
こ
と
で
、
生
徒
が
自
然
に
親
日
へ
と
傾
い
て
い
く

基
盤
と
な
っ
た
。
ま
た
、
李
晦
光
が
校
長
を
勤
め
た
こ
と
や
、
こ
う
し
た
教
育
を
受

け
た
明
進
学
校
の
卒
業
生
が
、
そ
の
後
、
仏
教
界
の
中
枢
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う

に
な
っ
た
点
も
、
朝
鮮
仏
教
が
親
日
的
な
傾
向
を
帯
び
る
重
要
な
足
が
か
り
と
な
っ

た⑫
。
仏
教
研
究
会
と
明
進
学
校
は
、
こ
の
よ
う
に
、
日
本
仏
教
の
浄
土
宗
と
深
い
関

連
性
を
持
っ
て
お
り⑬
、
こ
こ
に
洪
月
初
が
大
き
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
、
必
然
的

に
彼
を
親
日
的
人
物
と
し
て
評
価
す
る
理
由
と
な
っ
た⑭
。 

さ
て
、
朝
鮮
仏
教
界
の
親
日
行
為
は
、
１
９
３
３
年
、「
心
田
開
発
運
動⑮
」
を
通
し

て
本
格
的
に
展
開
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
皇
民
化
政
策
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
「
心

田
開
発
運
動
」
が
、
仏
教
界
を
中
心
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
運
動
に
積
極
的

に
参
加
し
た
僧
侶
は
、
朝
鮮
仏
教
中
央
教
務
院
で
中
枢
的
な
役
割
を
果
た
し
た
本
山

住
職
5
名
と
学
僧
2
名
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
、
龍
珠
寺
の
姜
大
蓮
、
奉
恩
寺
の
姜

性
仁
、
華
厳
寺
の
鄭
秉
憲
、
月
精
寺
、
梵
魚
寺
の
住
職
な
ど
や
、『
仏
教
時
報
』
の
発

行
人
で
あ
っ
た
金
泰
洽
お
よ
び
中
央
仏
教
専
門
学
校
教
授
の
權
相
老
で
あ
っ
た
。
と

く
に
、
金
泰
洽
と
權
相
老
は
、「
心
田
開
発
運
動
」
関
連
の
講
演
と
著
述
で
、
朝
鮮
総

督
府
の
皇
民
化
政
策
に
積
極
的
に
参
加
し
、
朝
鮮
仏
教
言
論
界
の
代
表
的
な
親
日
人

物
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る⑯
。 

親
日
化
の
様
相
が
絶
頂
期
を
迎
え
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
戦
時
体
制
期
で

あ
る
。
１
９
３
７
年
の
日
中
戦
争
以
後
の
戦
時
体
制
期
に
入
る
と
、朝
鮮
総
督
府
は
、

「
心
田
開
発
運
動
」
の
次
元
を
超
え
、積
極
的
な
皇
民
化
理
念
に
基
づ
く
「
国
民
精
神

総
動
員
運
動
」
へ
、
朝
鮮
仏
教
界
の
活
動
を
転
換
さ
せ
る
。
１
９
４
１
年
12
月
に
太

平
洋
戦
争
が
勃
発
し
て
以
降
、
志
願
兵
制
と
徴
兵
制
が
実
施
さ
れ
る
と
、
朝
鮮
仏
教

界
で
は
、
歓
迎
の
声
明
を
発
表
し
た
。
權
相
老
の
場
合
、
青
年
僧
侶
ら
の
志
願
兵
参

加
を
激
励
す
る
と
と
も
に
、
狂
的
な
親
日
論
説
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
る⑰
。
ま
た
、

僧
侶
は
托
鉢
を
通
じ
て
も
、
国
防
献
金
の
納
付
を
行
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
軍
用
機
の

献
納
を
決
議
し
、
太
古
寺
を
中
心
と
す
る
朝
鮮
内
の
寺
院
で
募
っ
た
募
金
を
、
京
城

部
の
海
軍
に
献
納
、
5
機
の
戦
闘
機
を
日
本
帝
国
の
戦
争
武
器
と
し
て
献
納
し
た
り

し
た⑱
。
こ
れ
ら
の
行
為
が
、
当
時
の
代
表
的
な
親
日
的
な
様
相
と
い
え
よ
う
。 

以
上
、
朝
鮮
仏
教
界
の
親
日
的
様
相
を
、
簡
略
に
時
期
別
に
述
べ
て
み
た
。
最
後

に
、
朝
鮮
仏
教
界
の
親
日
的
な
様
相
と
し
て
、
在
日
朝
鮮
仏
教
留
学
僧
侶
に
つ
い
て

言
及
し
て
お
き
た
い
。
代
表
的
な
人
物
と
し
て
、
金
敬
注
、 

金
東
華
、
金
三
道
、
金

映
遂
、
朴
允
進
、
張
道
煥
、
許
永
鎬
、
金
泰
洽
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
彼
ら
は
日

本
の
大
学
に
留
学
し
た
後
、
朝
鮮
へ
帰
国
し
て
か
ら
、
中
央
仏
教
専
門
学
校⑲
の
教
師
、

校
長
、
学
監
、
仏
教
学
校
の
校
長
、
恵
化
専
門
学
校
の
教
授
に
な
る
な
ど
、
仏
教
言

論
界
と
学
界
で
持
続
的
な
活
動
を
維
持
し
て
き
た⑳
。
彼
ら
の
親
日
行
為
は
、
仏
教
関

連
雑
誌
に
親
日
的
な
文
章
（
内
鮮
一
体
、
皇
道
佛
教
な
ど
）
を
寄
稿
し
、
心
田
開
発
講

義
に
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
、
戦
争
に
参
加
す
る
よ
う
学
兵
支
援
遊
説
を
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行
っ
た
点
で
あ
る
。 

ま
た
、留
学
僧
侶
の
代
表
的
な
親
日
行
為
は
、彼
ら
の
多
く
が
「
妻
帯
僧
侶
」
だ
っ

た
と
い
う
点
で
あ
る
。「
妻
帯
僧
侶
」
は
、
は
じ
め
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
親
日
的
様

相
の
代
表
的
な
言
説
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
「
親
日
」
と
関
連
づ

け
て
言
及
す
る
な
ら
、
日
本
に
留
学
し
た
僧
侶
は
、
先
進
学
問
だ
け
で
な
く
日
本
仏

教
の
「
妻
帯
」
文
化
ま
で
受
け
入
れ
、結
局
は
、朝
鮮
総
督
府
の
宗
教
政
策
と
相
ま
っ

て
、
今
日
の
韓
国
仏
教
の
伝
統
が
変
質
す
る
決
定
的
な
契
機
を
提
供
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
が
彼
ら
の
親
日
行
為
で
あ
っ
た㉑
。  

以
上
の
よ
う
に
、朝
鮮
の
仏
教
、な
い
し
は
朝
鮮
の
仏
教
界
に
携
わ
っ
て
い
た
人
々

の
「
親
日
」
の
対
象
は
、
広
く
は
「
日
本
帝
国
」
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
。
こ
れ
を

細
分
化
す
れ
ば
、
韓
国
併
合
以
前
に
は
、
朝
鮮
を
植
民
地
化
し
よ
う
と
す
る
日
本
帝

国
主
義
に
迎
合
し
た
日
本
仏
教
が
、
韓
国
併
合
以
後
は
、
日
本
帝
国
の
植
民
地
支
配

に
協
力
す
る
朝
鮮
総
督
府
、
日
本
仏
教
が
そ
の
対
象
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
性
格
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、〈
日
本
帝
国
＝
朝
鮮
総
督
府
＝
日
本
仏
教
〉

と
い
う
等
式
は
、
韓
国
近
代
の
歴
史
認
識
と
し
て
深
く
根
付
い
て
き
た
。
当
時
の
時

代
的
な
背
景
を
考
慮
す
る
な
ら
、
果
た
し
て
「
親
日
」
と
い
う
意
味
は
、
先
ほ
ど
述

べ
た
等
式
の
よ
う
に
、
同
じ
意
味
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、

「
親
日
」
の
意
味
と
そ
の
対
象
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
。

４
．
朝
鮮
仏
教
界
の
「
親
日
」
の
多
様
性

朝
鮮
仏
教
界
の
親
日
行
為
は
、日
本
仏
教
の
真
宗
大
谷
派
に
よ
っ
て
布
教
が
開
始
さ

れ
た
１
８
７
７
年
か
ら
始
ま
り
、僧
侶
の
都
城
出
入
り
禁
止
が
解
除
さ
れ
た
１
８
９
５

年
、そ
し
て
韓
国
併
合
の
１
９
１
０
年
か
ら
戦
時
体
制
期
で
あ
る
１
９
３
０
年
の
後
半

に
至
る
ま
で
、
全
面
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
、
今
日
の
韓
国
人
が
考

え
る
「
親
日
―
抗
日
」
の
観
点
で
は
な
く
、
そ
の
当
時
の
時
代
的
背
景
を
考
慮
し
た

「
親
日
」
の
在
り
方
と
は
、
ど
の
よ
う
に
意
味
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

マ
イ
カ
ー
・
ア
ワ
ー
バ
ッ
ク
（M

icah
 A

u
erback

）
は
、「‘
親
日
仏
教
’
歴
史
学
の

再
考
」
と
い
う
論
文
で
、
次
の
よ
う
に
「
親
日
」
の
意
味
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

例
え
ば
、「
親
日
」
に
お
い
て
「
親
近
」
と
は
な
に
か
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
肯
定

的
な
意
味
な
の
か
、
そ
れ
と
も
排
斥
の
意
味
な
の
か
。
ま
た
「
親
日
」
と
い
う

言
葉
に
お
い
て
「
日
本
」
と
は
具
体
的
に
誰
を
指
す
の
か
。
日
本
本
土
の
人
々

を
意
味
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
総
督
府
を
指
す
の
か
、
そ
れ
と
も
植
民
地
時
代

に
存
在
し
た
日
本
仏
教
集
団
の
よ
う
な
、
他
の
日
本
人
団
体
を
意
味
す
る
の

か
？㉒ 

上
記
の
内
容
を
参
考
に
す
る
な
ら
、近
代
朝
鮮
仏
教
の
歩
み
を
「
親
日
」「
親
日
仏

教
」「
親
日
派
」
と
認
識
し
た
際
、「
親
日
」
に
内
在
し
て
い
る
意
味
、
そ
し
て
そ
の

「
親
日
」
の
対
象
が
、
具
体
的
に
何
を
想
定
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究

で
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま

で
の
朝
鮮
仏
教
界
の
親
日
対
象
は
、
当
然
、「
日
本
帝
国
」「
朝
鮮
総
督
府
」「
日
本
仏

教
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
用
語
も
、
抽
象
的
に
は
「
日
本
帝
国
に
協
力

／
同
調
」
す
る
と
い
う
意
味
に
帰
結
し
う
る
。「
日
本
」
と
い
う
抽
象
的
な
国
を
思
い

浮
か
べ
、「
親
日
」
に
対
す
る
論
争
が
今
日
ま
で
進
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
章
で
は
、
先
行
研
究
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
朝
鮮
仏
教
界
に
お
け
る
「
親

日
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
当
時
の
時
代
的
背
景
を
視
野
に
い
れ
、
親
日
行
為
の
対
象

を
中
心
に
考
察
す
る
。
た
だ
し
、
前
章
で
整
理
し
た
す
べ
て
の
人
物
・
行
為
を
対
象

に
せ
ず
、
紙
面
の
関
係
上
、
代
表
的
な
人
物
を
中
心
に
、「
親
日
」
の
意
味
に
つ
い
て

考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。 

韓
国
仏
教
界
に
お
け
る
初
め
て
の
親
日
的
人
物
は
、
前
述
し
た
通
り
、
李
東
仁
で

あ
る
。
李
東
仁
は
、「
な
ぜ
」「
ど
の
よ
う
な
必
要
性
」
に
よ
っ
て
奥
村
円
心
と
の
出



二
一
九

近
代
韓
国
仏
教
の
「
親
日
―
抗
日
」
の
言
説

527

会
い
を
試
み
、
奥
村
の
協
力
と
開
化
派
の
劉
鴻
基
、
金
玉
均
、
朴
泳
孝
の
力
で
日
本

に
ま
で
渡
っ
た
の
か
。
先
行
研
究
で
は
李
東
仁
が
「
開
化
僧
侶
」
と
も
呼
ば
れ
て
き

た
よ
う
に
、
彼
は
「
文
明
」「
近
代
化
」
と
い
う
こ
と
に
大
き
な
関
心
を
持
ち
、
日
本

仏
教
、
す
な
わ
ち
奥
村
に
接
近
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。
い
わ
ば
、

１
８
７
８
年
、
李
東
仁
は
、
日
本
帝
国
の
尖
兵
と
し
て
の
日
本
仏
教
に
同
調
し
た
の

で
は
な
く
、
朝
鮮
、
朝
鮮
仏
教
界
の
近
代
化
の
た
め
に
、
日
本
仏
教

―
具
体
的
に

言
え
ば
奥
村
円
心

―
に
「
親
日
」
と
い
う
行
動
を
み
せ
た
と
い
え
よ
う
。
奥
村
と

い
う
「
他
者
」
を
媒
介
し
た
接
近
は
、「
文
明
」
と
の
出
会
い
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
李
東
仁
の
親
日
行
為
の
対
象
は
、
日
本
帝
国
や
日
本
仏
教
で

は
な
く
、
近
代
化
と
い
う
「
文
明
」
に
近
い
の
で
は
な
い
か㉓
。
後
述
す
る
が
、
何
よ

り
こ
の
時
期
は
、
朝
鮮
と
い
う
国
に
、
さ
ら
に
李
東
仁
自
身
に
お
い
て
も
、「
朝
鮮
仏

教
」と
い
う
近
代
的
な
宗
教
概
念
が
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
時
期
で
あ
る
。
な
ら
ば
、

こ
の
時
期
の
「
親
日
」
と
い
う
用
語
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
に
「
日
本
仏
教
」
が
何
で
あ
り
、
そ
し
て
日
本
の

帝
国
主
義
が
何
で
あ
っ
た
の
か
、
李
東
仁
は
知
る
は
ず
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
見
方

は
、
今
日
の
歴
史
認
識
に
す
ぎ
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
こ
の
時
期
の
李
東
仁
に
お
け

る
親
日
問
題
は
、
今
後
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

１
８
９
５
年
に
断
行
さ
れ
た
僧
侶
の
都
城
出
入
り
禁
止
解
除
に
対
す
る
韓
国
仏
教

学
界
の
解
釈
は
、
大
き
く
2
つ
に
分
け
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
日

本
人
僧
侶
の
努
力
に
よ
っ
て
解
除
さ
れ
た
と
い
う
立
場
、
い
わ
ば
、
解
禁
が
朝
鮮
仏

教
の
自
主
的
な
努
力
に
よ
る
賜
物
で
は
な
く
、
外
国
勢
力
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ
た
と

い
う
解
釈
で
あ
る
。
第
二
に
、
第
一
の
よ
う
な
評
価
を
批
判
し
、
都
城
出
入
り
禁
止

の
解
除
は
、
朝
鮮
仏
教
の
自
主
的
な
力
で
成
し
遂
げ
た
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
都
城
出
入
り
の
解
禁
は
、
仏
教
徒
の
主
軸
と
な
っ
た
開
化
派
ら
の
活
動
や
、
朴

永
孝
の
申
し
立
て
に
よ
っ
て
解
除
さ
れ
た
と
い
う
見
解
で
あ
る㉔
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
重
要
な
こ
と
は
、
当
時
の
朝
鮮
仏
教
界
は
、
そ
れ
を
誰
が
行
っ

た
と
し
て
も
、
朝
鮮
仏
教
界
に
と
っ
て
、
都
城
出
入
り
禁
止
の
解
除
が
切
実
な
状
況

で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
朝
鮮
仏
教
界
は
、抑
仏
政
策
に
よ
る
仏
教
の
衰
退
と
、

賤
民
に
転
落
し
た
僧
侶
の
社
会
的
身
分
を
回
復
す
る
こ
と
を
切
実
に
望
ん
で
お
り
、

そ
の
時
、
当
時
の
不
合
理
な
抑
圧
の
鎖
を
断
ち
切
っ
た
の
が
、
佐
野
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
朝
鮮
仏
教
界
に
と
っ
て
は
、
画
期
的
な
事
件
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う

し
て
、
崔
就
虚
は
、
こ
う
し
た
佐
野
に
感
謝
の
手
紙
を
送
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ

の
際
、
崔
就
虚
に
お
い
て
親
日
の
対
象
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
は
、
佐
野
を
、

日
本
帝
国
と
し
て
対
象
化
す
る
よ
り
も
、
朝
鮮
社
会
に
お
け
る
「
身
分
解
放
」
の
決

定
的
な
き
っ
か
け
を
与
え
た
人
物
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
崔
就
虚
は
、

日
本
帝
国
、
日
本
仏
教
、
日
本
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
た
と
い
う
よ
り
、
都
城

に
出
入
り
さ
え
で
き
な
か
っ
た
そ
の
身
分
を
解
放
さ
せ
て
く
れ
た
誰
か
に
、
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
た
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
１
９
０
５
年
の
韓
国
統
監
府
の
設
置
を
前

に
し
て
、
日
本
帝
国
の
威
圧
は
徐
々
に
近
づ
い
て
い
た
が
、
崔
就
虚
を
、
日
本
帝
国

に
同
調
・
協
力
し
た
と
い
う
一
つ
の
見
解
だ
け
で
判
断
す
る
と
い
う
の
は
、
朝
鮮
社

会
・
朝
鮮
仏
教
界
の
時
代
的
な
背
景
を
、
全
く
考
慮
し
て
こ
な
か
っ
た
結
果
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。  

ま
た
、当
時
の
朝
鮮
社
会
の
仏
教
に
対
す
る
改
革
的
雰
囲
気
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、

先
述
し
た
朝
鮮
仏
教
の
自
主
的
な
力
に
よ
る
都
城
出
入
り
禁
止
の
解
除
を
考
え
る
な

ら
、
佐
野
の
活
動
を
そ
の
よ
う
に
過
大
解
釈
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
佐
野
で

は
な
く
て
も
、
す
で
に
都
城
出
入
り
禁
止
解
除
の
た
め
の
基
盤
を
朝
鮮
社
会
で
は
構

築
で
き
て
い
た
た
め
、
佐
野
は
た
だ
建
白
書
を
提
出
し
た
に
過
ぎ
ず
、
佐
野
の
行
為

に
大
き
な
意
味
を
置
く
必
要
は
な
い
。
佐
野
の
行
為
に
対
し
て
多
大
に
意
味
を
置
け

ば
置
く
ほ
ど
、
朝
鮮
仏
教
の
自
主
的
な
力
で
達
成
し
た
と
い
う
評
価
は
低
く
な
る
と

い
う
結
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
崔
就
虚
の
行
動
に
「
親
日
」
と
い
う
意
味
を
強

調
す
る
の
も
、
結
局
、
朝
鮮
仏
教
の
自
主
的
な
力
で
達
成
し
た
と
い
う
評
価
を
さ
ら

に
弱
め
る
に
至
る
の
み
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
都
城
出
入
り
禁
止
の
解
除
に
関
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す
る
崔
就
虚
の
親
日
行
為
に
対
す
る
評
価
は
、
様
々
な
側
面
か
ら
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
い
わ
ば
、
今
日
の
親
日
の
意
味
に
絡
み
つ
い
て
い
る
「
附
日
協

力
者
」「
民
族
反
逆
者㉕
」
と
い
っ
た
物
差
し
だ
け
に
よ
る
評
価
に
は
、確
か
に
無
理
が

あ
る
。 

一
方
、
韓
国
統
監
府
が
設
置
さ
れ
た
翌
年
の
１
９
０
６
年
、
韓
国
仏
教
界
初
の
近

代
学
校
で
あ
る
明
進
学
校
が
設
立
さ
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
明
進
学
校
を
め
ぐ
る

親
日
行
為
の
主
要
人
物
と
し
て
、
洪
月
初
と
李
晦
光
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

李
晦
光
は
、
韓
国
仏
教
界
の
李
完
用㉖
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
仏
教
界
の
代
表
的
な
親
日

僧
侶
と
言
わ
れ
て
い
る㉗
。
一
方
、
洪
月
初
に
対
す
る
評
価
は
、
大
き
く
相
反
す
る
2

つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
第
1
は
、
洪
月
初
を
中
心
と
す
る
仏
教
研
究
会
や
明
進
学
校

が
、
日
本
仏
教
の
浄
土
宗
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら㉘
、「
親
日
派
」
と

評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
朝
鮮
仏
教
の
日
本
化
に
洪
月
初
が
積
極
的
に
加
担
し

た
こ
と
と
な
る
た
め
、「
親
日
」
と
必
然
的
に
繋
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
第
2
に
、
朝

鮮
仏
教
の
後
進
性
を
認
め
な
が
ら
も
朝
鮮
固
有
の
仏
教
精
神
を
失
わ
ず
、
日
本
仏
教

の
教
育
と
布
教
方
式
を
導
入
し
て
、
朝
鮮
仏
教
の
復
興
を
図
ろ
う
と
し
た
愛
国
主
義

者
で
あ
る
と
評
価
す
る
立
場
で
あ
る㉙
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
朝
鮮
仏
教
の
近
代
化
の

た
め
の
親
日
行
為
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。

で
は
、
洪
月
初
は
、
な
ぜ
日
本
の
浄
土
宗
と
協
力
し
つ
つ
明
進
学
校
を
設
立
し
よ

う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
洪
月
初
が
追
求
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
朝
鮮
仏
教
の
日

本
化
と
い
う
よ
り
も
、
金
光
植
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
仏
教
を
通
じ
た
朝

鮮
仏
教
の
復
興
と
い
う
側
面
が
よ
り
強
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
洪
月
初
の
親
日
の
対

象
は
、
日
本
仏
教
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
が
、
よ
り
詳
し
く
み
れ
ば
、
そ

の
対
象
は
、
朝
鮮
仏
教
よ
り
も
「
先
進
宗
教
」
で
あ
る
日
本
仏
教
の
近
代
的
な
教
育

方
法
、
教
育
施
設
、
布
教
方
法
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
媒
介
し
た
の
が
日

本
仏
教
（
浄
土
宗
）
で
あ
っ
た
た
め
、親
日
行
為
が
さ
ら
に
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
１
９
０
６
年
当
時
の
洪
月
初
の
立
場
か
ら
見
た
「
日
本
仏
教
」
に
対
す

る
認
識
と
「
朝
鮮
仏
教
」
に
対
す
る
認
識
も
、「
親
日
」
の
問
題
に
お
い
て
重
要
な
手

が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
こ
れ
は
、「
朝
鮮
仏
教
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

問
題
と
も
直
結
す
る
が
、
こ
れ
を
理
解
す
る
た
め
、「
宗
教
」「
仏
教
」
と
い
う
宗
教

の
概
念
化
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
少
し
検
討
を
加
え
る
。

「
朝
鮮
仏
教
」
と
い
う
用
語
が
確
認
で
き
る
の
は
、１
８
９
４
年
の
日
本
の
史
料
か

ら
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
朝
鮮
仏
教
関
係
者
の
自
発
的
な
言
及
で
は
な
く
、
日
本

仏
教
を
フ
ィ
ル
タ
ー
と
し
て
登
場
し
た
概
念
で
あ
っ
た
。日
本
の
場
合
は
、１
８
８
０

年
代
か
ら
自
己
を
言
及
す
る
際
に
「
日
本
仏
教
」
と
い
う
用
語
を
頻
繁
に
使
っ
て
い

る㉚
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
念
頭
に
置
け
ば
、洪
月
初
が
認
識
し
た
「
朝
鮮
仏
教
」「
日

本
仏
教
」
と
い
う
認
識
は
、
今
日
の
韓
国
人
の
見
方
と
は
、
全
く
異
な
る
も
の
に
な

る
。
つ
ま
り
、「
仏
教
」
と
い
う
共
通
の
宗
教
基
盤
を
持
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
朝
鮮

仏
教
の
場
合
、「
朝
鮮
」
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
し
て
の
宗

教
概
念
化
は
、
そ
の
時
点
で
は
展
開
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

日
本
仏
教
と
遭
遇
す
る
こ
と
で
、「
朝
鮮
仏
教
」
と
い
う
自
己
認
識
の
経
験
が
可
能
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
宗
教
概
念
化
の
過
程
が
進
め
ら
れ
た
段
階
で
、
洪
月
初
は
、
浄
土
宗

と
の
合
作
品
と
し
て
明
進
学
校
を
設
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
親
日
行
為

を
「
日
本
仏
教
」
と
い
う
画
一
的
な
観
点
の
み
で
見
る
の
で
は
な
く
、
当
時
の
宗
教

地
形
の
状
況
や
、
行
為
の
主
体
で
あ
る
洪
月
初
と
い
う
人
物
の
視
線
か
ら
論
じ
る
な

ら
ば
、
親
日
の
具
体
像
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
洪
月
初
に
お
い
て

親
日
と
は
、
近
代
化
さ
れ
た
日
本
仏
教
の
浄
土
宗
の
力
を
借
り
て
、
朝
鮮
仏
教
を
、

先
進
仏
教
で
あ
っ
た
日
本
仏
教
の
よ
う
な
先
進
宗
教
へ
と
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
、
な

い
し
は
、
日
本
仏
教
よ
り
優
秀
な
朝
鮮
仏
教
へ
の
復
興
を
想
定
す
る
た
め
の
親
日
で

あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い㉛
。

一
方
、
１
９
３
０
年
代
の
親
日
行
為
に
つ
い
て
は
、
日
本
留
学
僧
侶
と
関
連
付
け

て
論
じ
た
い
。
多
く
の
在
日
朝
鮮
仏
教
留
学
僧
侶
の
う
ち
、「
先
抗
日
」
や
「
後
親
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日
」
に
代
表
さ
れ
る
許
永
鎬
を
中
心
に
、
そ
の
親
日
行
為
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

許
永
鎬
に
つ
い
て
、
林
慧
峰
は
、「
許
永
鎬　

民
族
主
義
者
か
ら
親
日
に
変
身
し
た
優

れ
た
学
僧
」
と
い
う
論
文
で
、
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。

許
永
鎬
は
、
３
・
１
運
動
の
時
、「
自
由
で
な
け
れ
ば
死
を
」
と
い
う
檄
文
を
書

き
、東
莱
警
察
署
に
突
進
す
る
ほ
ど
の
熱
烈
な
民
族
主
義
者
で
あ
っ
た
。
だ
が
、

彼
は
民
族
的
な
主
体
意
識
を
最
後
ま
で
守
る
こ
と
が
で
き
ず
、
１
９
３
７
年
に

『
仏
教
』
の
発
行
人
と
な
り
、『
仏
教
』
新
19
輯
を
銃
後
報
国
誌
と
し
て
編
集
し
、

親
日
僧
侶
へ
と
変
節
し
た
。
そ
し
て
、
朝
鮮
総
督
府
と
親
日
僧
侶
が
野
合
し
て

作
ら
れ
た
親
日
宗
団
の
朝
鮮
仏
教
曹
渓
宗
の
宗
正
の
司
書
と
な
っ
て
、
更
な
る

露
骨
な
親
日
僧
侶
に
な
っ
た
。
先
抗
日
、
後
親
日
を
行
っ
た
許
永
鎬
が
、

１
９
９
０
年
、
大
韓
民
国
建
国
勲
章
の
愛
族
章
に
叙
勲
さ
れ
た
こ
と
は
、
歴
史

意
識
に
正
面
か
ら
向
き
合
う
も
の
で
あ
る
。
国
家
報
勲
処
は
見
直
す
べ
き
で
あ

ろ
う32
。

許
永
鎬
の
親
日
行
為
は
、
上
の
内
容
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
１
９
３
０
年
代
後

半
〜
１
９
４
０
年
代
に
顕
著
で
あ
る
。
と
く
に
、
許
永
鎬
が
『
仏
教
』
に
寄
稿
し
た

文
章
の
タ
イ
ト
ル
だ
け
を
見
て
も
、
親
日
的
な
傾
向
は
強
く
読
み
取
れ
る33
。
こ
の
時

期
の
許
永
鎬
の
「
時
事
：
決
戦
祭
2
年
と
新
し
い
仏
教
へ
の
構
想
―
不
弾
を
迎
え

て
―34
」
と
い
う
寄
稿
文
に
関
し
て
、
趙
明
済
は
、
許
永
鎬
が
大
東
亜
共
栄
圏
の
仏
教

を
主
導
す
る
代
表
的
な
仏
教
を
日
本
仏
教
と
見
な
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
朝
鮮
仏
教

も
こ
れ
に
同
調
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
彼
の
親
日
言
説
を
鋭
く
批
判
し
て
い
る35
。  

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
彼
の
親
日
的
な
言
説
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
許
永
鎬
の

思
想
に
影
響
を
与
え
た
2
度
の
日
本
留
学
を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼

の
最
初
の
留
学
（
１
９
２
０
〜
１
９
２
２
）
は
、
東
洋
大
学
の
文
化
学
科
で
あ
っ
た
。

許
永
鎬
は
そ
こ
で
、
西
洋
哲
学
や
文
学
、
社
会
学
な
ど
の
社
会
問
題
、
社
会
改
革
に

関
す
る
知
識
を
学
ん
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
朝
鮮
へ
帰
国
し
た
後
、
日
本
留
学
で
得

た
知
識
に
基
づ
い
て
、
社
会
現
象
や
問
題
に
取
り
組
み
、
中
で
も
と
く
に
民
衆
の
生

活
に
つ
い
て
洞
察
を
加
え
よ
う
と
し
た
。『
平
凡36
』
と
い
う
雑
誌
は
、そ
の
よ
う
な
彼

の
苦
悩
の
中
で
誕
生
し
た
産
物
と
い
え
る
。
2
度
目
の
日
本
留
学
は
、
大
正
大
学
の

仏
教
学
科
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
許
永
鎬
は
、
仏
教
学
、
言
語
学
、
文
献
学
に
関
心
を

持
ち
、
そ
れ
ら
を
朝
鮮
語
に
訳
し
て
伝
え
る
作
業
を
進
め
た
。
ま
た
、「
宗
教
」「
仏

教
」
の
社
会
性
と
大
衆
性
を
含
む
日
常
生
活
と
の
関
連
性
や
、
そ
の
役
割
の
意
味
に

つ
い
て
追
及
し
て
い
っ
た
。
結
論
か
ら
い
う
と
、
許
永
鎬
は
、
朝
鮮
民
衆
の
人
生
に

最
も
適
し
た
宗
教
を
「
朝
鮮
仏
教
」
と
見
な
し
、
そ
れ
は
特
殊
性
を
有
す
る
も
の
で

は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
を
統
合
す
る
、
普
遍
的
で
統
一
性
を
持
っ
た
概
念
と
し
て

捉
え
た
の
で
あ
る37
。
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
彼
が
戦
時
体
制
に
強
調
す
る
「
大
東
亜

共
栄
圏
を
指
導
す
る
国
民
と
し
て
考
え
る
仏
教
」「
世
界
を
指
導
す
る
国
民
と
し
て
考

え
る
仏
教38
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
仏
教
で
あ
ろ
う
か
。
必
ず
し
も
日
本
仏
教
と
断
定

し
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
、
朝
鮮
仏
教
に
近
い
も
の
な
の

で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
彼
の
人
生
に
お
い
て
日
本
と
い
う
国
は
、
様
々
な
意
味
が
含
ま
れ
た
対
象

で
あ
っ
た
。
３
．１
運
動
に
お
け
る
「
民
族
独
立
」
と
い
う
近
代
的
な
経
験
か
ら
み
る

と
、
日
本
は
、
ま
さ
に
朝
鮮
に
お
い
て
、「
悪
」
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
後

の
留
学
を
媒
体
と
し
て
考
え
れ
ば
、
最
初
の
留
学
に
お
い
て
日
本
と
い
う
国
は
、
西

洋
の
学
問
を
経
験
で
き
る
一
つ
の
通
路
で
あ
っ
た
。
2
度
目
の
留
学
で
の
日
本
は
、

仏
教
と
い
う
宗
教
を
体
系
的
な
学
問
と
し
て
習
得
で
き
る
道
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ

り
、
特
殊
性
を
持
っ
た
宗
教
で
は
な
い
普
遍
的
な
宗
教
と
し
て
の
「
朝
鮮
仏
教
」
を

想
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
で
は
、
１
９
４
５
年
以
前
の
許
永
鎬
の
人
生
に

お
い
て
把
握
で
き
る
彼
の
抗
日
・
親
日
と
は
、ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。

確
か
に
、
彼
の
人
生
全
般
に
お
い
て
日
本
と
い
う
国
は
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い

存
在
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
が
歩
ん
で
き
た
人
生
の
中
に
は
、「
親
日
―
抗
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日
」
の
フ
レ
ー
ム
で
は
説
明
で
き
な
い
狭
間
が
存
在
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
彼
の
「
親

日
」
を
論
じ
る
場
合
も
、先
述
し
た
よ
う
に
、留
学
経
験
を
視
野
に
入
れ
た
彼
の
「
親

日
」
行
為
は
、
日
本
と
い
う
対
象
を
超
え
た
「
親
日
」
と
も
い
え
よ
う
。 

朝
鮮
と
い
う
国
の
独
立
の
た
め
に
３
・
１
運
動
に
参
加
し
、
民
衆
を
対
象
に
啓
蒙

運
動
を
展
開
し
た
彼
の
生
涯
が
あ
っ
て
も
、
今
日
の
韓
国
近
代
史
に
お
け
る
「
親
日

―
抗
日
」
の
構
図
の
中
で
は
、
結
局
、
許
永
鎬
は
、「
親
日
」
人
物
と
し
て
帰
結
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
評
価
は
、
時
代
的
な
背
景
を
全
く
考
慮
し
て
い
な
い
、
あ
ま
り
に

も
画
一
的
か
つ
一
貫
的
な
評
価
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

５
．「
日
本
仏
教
」
不
在
の
韓
国
仏
教
の
「
親
日
」
論
争

以
上
で
検
討
し
た
通
り
、
韓
国
仏
教
の
「
親
日
―
抗
日
」
言
説
に
お
け
る
親
日
の

対
象
は
、
時
期
的
に
異
な
る
対
象
を
想
定
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
常
に
日
本
仏
教
を

そ
の
対
象
と
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
従
来
の
韓
国
仏
教
の
「
親
日
―
抗
日
」
に
お
け

る
論
争
に
は
、
日
本
仏
教
の
国
内
状
況
や
朝
鮮
へ
渡
っ
た
経
緯
な
ど
が
詳
細
に
検
討

さ
れ
な
い
ま
ま
、
日
本
帝
国
と
同
じ
概
念
で
表
面
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
先
述
の
よ
う
に
、
李
東
仁
と
奥
村
円
心
と
の
出
会
い
で
、
日
本
仏
教
は
朝
鮮

の
植
民
地
化
に
向
け
た
尖
兵
の
役
割
と
し
て
の
み
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
い
わ
ば
、

１
８
７
６
年
の
開
港
期
か
ら
植
民
地
時
代
に
か
け
て
の
日
本
仏
教
の
姿
は

―
韓
国

人
の
近
代
と
い
う
歴
史
認
識
の
中
で
は

―
日
本
帝
国
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
歴
史
認
識
の
歪
曲
は
、
前
述
の
「
他
者
不
在
」
の
歴
史
認
識
に
起
因
す
る
。
す

な
わ
ち
、
他
者
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
、
歴
史
的
な
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
は
無
関
心

の
ま
ま
、
自
身
が
有
利
な
方
向
へ
の
み
対
象
を
具
体
化
さ
せ
、
刻
印
し
て
解
釈
す
る

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
日
本
仏
教
」
不
在
で
、
韓
国
仏
教
の
「
親
日
」
論
争
が
進
め

ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
韓
国
併
合
以
前
の
日
本
仏
教
の
日
本
国
内
状
況
を
見
て
み
よ
う
。
な
ぜ
、

真
宗
大
谷
派
と
日
蓮
宗
は
朝
鮮
に
渡
り
、
朝
鮮
仏
教
に
「
親
日
」
と
い
う
決
定
的
な

口
実
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
中
西
直
樹
は
、『
植
民
地
朝
鮮
と
日
本
仏
教39
』
で
、
日

本
仏
教
が
朝
鮮
に
渡
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
関
連
史
料
を
中
心
に
詳
細
に
説
明
し
て

い
る
。
彼
は
、
日
本
仏
教
の
ス
パ
イ
活
動
を
前
面
に
出
し
て
ア
ジ
ア
を
植
民
地
化
し

よ
う
と
す
る
日
本
政
府
の
野
望
と
、
宗
派
内
の
軋
轢
を
外
部
に
向
か
わ
せ
、
こ
れ
を

解
決
し
よ
う
と
す
る
真
宗
大
谷
派
の
内
部
的
な
要
因
が
相
ま
っ
て
、
朝
鮮
に
渡
っ
た

背
景
と
な
っ
た
と
み
て
い
る
。
さ
ら
に
、日
蓮
宗
の
佐
野
の
朝
鮮
活
動
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
論
じ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
日
清
戦
争
直
後
、
日
蓮
宗
の
朝
鮮
布
教
は
、
教

団
改
革
を
め
ぐ
る
中
央
政
権
化
を
図
ろ
う
と
す
る
勢
力
と
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
勢
力

の
葛
藤
過
程
に
お
い
て
着
手
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
佐
野
よ
り
早
い
時
期
に

朝
鮮
開
教
に
着
手
し
た
朝
日
放
と
加
藤
文
教
の
場
合
は
、政
府
と
の
関
係
で
は
な
く
、

居
留
地
の
信
者
か
ら
の
要
請
に
よ
っ
て
新
た
な
末
社
を
獲
得
し
よ
う
と
布
教
を
開
始

し
た
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
は
、
同
一
の
日
蓮
宗
僧
侶
の
活
動
で
あ
っ
て
も
、
佐
野

の
活
動
と
は
そ
の
目
的
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
、
加
藤
の
朝
鮮
仏
教
と

の
接
触
と
視
察
は
、
日
本
仏
教
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
日
清
戦
争
の
勃
発
と

と
も
に
、
日
本
仏
教
の
「
朝
鮮
仏
教
救
済
論
」
が
全
面
的
に
台
頭
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
日
本
政
府
と
連
帯
し
て
朝
鮮
仏
教
を
日
蓮
宗
の
傘

下
に
置
こ
う
と
、
佐
野
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
朝
鮮
仏

教
を
傘
下
に
置
く
た
め
に
、
本
願
寺
派
、
浄
土
宗
、
曹
洞
宗
と
い
っ
た
日
本
仏
教
の

各
宗
派
に
よ
る
布
教
活
動
が
、
本
格
化
し
始
め
る
。 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
日
本
仏
教
の
朝
鮮
仏
教
へ
の
進
出
は
、
朝
鮮
を
植
民
地
化

す
る
こ
と
を
も
く
ろ
む
日
本
政
府
（
そ
の
後
、
朝
鮮
総
督
府
）
に
と
っ
て
は
、
肯
定
的

な
影
響
の
み
が
作
用
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
厄
介
な
も
の
と
な
り
、
そ

の
結
果
、
朝
鮮
総
督
府
は
、
１
９
１
１
年
に
「
寺
刹
令
」
を
発
布
し
、
直
接
朝
鮮
の

寺
院
を
管
理
す
る
体
制
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
朝
鮮
総
督
府
と
日

本
仏
教
と
の
対
立
に
つ
い
て
、
中
西
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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日
本
仏
教
各
宗
派
は
、
お
お
む
ね
日
本
の
植
民
地
化
政
策
に
協
調
し
つ
つ
、
朝

鮮
に
お
け
る
教
勢
の
拡
大
を
期
し
て
布
教
活
動
に
従
事
し
た
が
、
日
本
政
府
・

朝
鮮
総
督
府
と
の
間
に
は
微
妙
な
思
惑
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。従
来
、

こ
の
こ
と
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
日
本
仏
教
の
朝
鮮
布
教
の

全
体
像
を
理
解
し
、
そ
の
あ
り
方
を
再
点
検
す
る
上
で
重
要
な
視
点
で
あ
る
。

単
な
る
植
民
地
政
策
の
出
先
機
関
と
し
て
の
視
点
だ
け
で
朝
鮮
布
教
を
理
解
し

よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
朝
鮮
総
督
府
と
日
本
仏
教
各
宗
派
、
そ
し
て
朝
鮮
仏
教
、

さ
ら
に
在
留
邦
人
と
朝
鮮
人
の
思
惑
と
動
向
が
交
錯
す
る
複
雑
な
関
係
を
多
角

的
に
把
え
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
か
ら
で
あ
る40
。 

こ
の
よ
う
に
、〈
日
本
仏
教
＝
朝
鮮
総
督
府
＝
日
本
帝
国
〉
と
い
う
一
律
な
観
点
か

ら
は
、
当
時
の
朝
鮮
仏
教
・
日
本
仏
教
・
朝
鮮
総
督
府
と
の
抵
抗
・
協
力
・
拮
抗
と

い
っ
た
重
層
的
な
関
係
は
把
握
し
に
く
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
朝
鮮
仏
教
の
立
場

か
ら
日
本
仏
教
を
親
日
と
し
て
対
象
化
し
た
た
め
、
親
日
の
意
味
合
い
も
一
律
な
観

点
の
以
上
は
語
り
に
く
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
１
９
０
６
年
、
明
進
学
校
を
め
ぐ
る
当
時
の
状
況
を
、
朝
鮮
仏
教
の
立
場
で

は
な
く
日
本
仏
教
で
あ
る
浄
土
宗
の
立
場
か
ら
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

先
述
し
た
通
り
、
宗
教
概
念
化
の
問
題
を
同
時
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
仏
教

は
、１
８
８
０
年
代
、す
で
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
有
し
た
「
日

本
仏
教
」
と
い
う
用
語
を
使
っ
て
い
た
。
そ
れ
以
前
の
日
本
仏
教
は
、
西
欧
の
宗
教

概
念
の
自
発
的
な
模
倣
と
強
要
に
よ
っ
て
日
本
仏
教
と
い
う
宗
教
の
概
念
化
の
過
程

を
経
験
す
る
が
、
と
く
に
、「
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
い
う
日
本
の
状
況
に
相
応

し
い
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
持
ち
込
ん
で
、
朝
鮮
へ
渡
る
よ
う
に

な
る41
。
こ
う
し
た
二
重
の
宗
教
概
念
の
近
代
化
を
経
験
し
た
日
本
仏
教
は
、
朝
鮮
で

も
、
や
は
り
、
自
ら
経
験
し
た
二
重
の
宗
教
の
概
念
化
作
業
を
試
み
た
。
そ
の
対
象

が
朝
鮮
の
仏
教
で
あ
り
、
そ
の
空
間
が
明
進
学
校
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
日
本
仏

教
」
は
、
西
欧
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
が
、
自
身
の
信
仰
に
対
す
る
信
頼
を
他

者
（
日
本
）
に
強
要
し
な
が
ら
確
認
し
よ
う
と
し
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、「
日
本
仏
教
」

の
存
在
を
、
他
者
で
あ
る
朝
鮮
の
仏
教
を
通
じ
て
確
認
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る42
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
は
、微
妙
に
そ
の
主
体
を
ど
こ
に
設
定
す
る
か
に
よ
っ
て
、

日
韓
両
国
相
互
の
「
近
代
仏
教
」
と
し
て
の
近
代
化
過
程
が
窺
え
る
。
つ
ま
り
、
こ

れ
ま
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
明
進
学
校
を
通
じ
た
朝
鮮
仏
教
の
近
代
化
過
程
の
み
な
ら

ず
、
植
民
地
空
間
に
お
け
る
日
本
仏
教
の
近
代
化
過
程
も
、
同
時
に
捉
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。 

そ
う
な
る
と
、
１
９
０
６
年
の
明
進
学
校
の
設
立
は
、
朝
鮮
仏
教
界
の
親
日
へ
の

傾
斜
、
な
い
し
は
、
朝
鮮
仏
教
界
の
近
代
化
と
い
っ
た
評
価
の
ほ
か
に
、
日
本
の
浄

土
宗
に
よ
る
植
民
地
を
媒
介
し
た
「
近
代
仏
教
」
と
し
て
の
近
代
化
過
程
と
も
説
明

し
う
る
。
植
民
地
に
お
け
る
「
近
代
化
」
と
い
う
点
で
、
こ
こ
に
植
民
地
権
力
と
い

う
「
暴
力
性
」
が
内
在
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
「
暴
力
」
の
対
象
が
、
朝
鮮

仏
教
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
文
脈
か
ら
み
る
と
、明
進
学
校
は
、日
韓
仏
教
の
「
近

代
像
」
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
、「
植
民
地
的
近
代
」
の
空
間
で
あ
っ
た
と
言
え

る
。
結
局
、
朝
鮮
仏
教
の
親
日
と
い
う
行
為
は
、
日
本
仏
教
と
朝
鮮
仏
教
と
を
同
時

に
論
究
す
べ
き
問
題
な
の
で
あ
る
。

筆
者
の
力
量
不
足
に
よ
り
、
韓
国
併
合
後
の
日
本
仏
教
の
国
内
動
向
や
朝
鮮
総
督

府
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、具
体
的
な
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
が
、
こ
の
時
期
に
親
日
の
対
象
と
さ
れ
た

日
本
仏
教
を
、
朝
鮮
総
督
府
と
同
じ
視
線
で
評
価
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

よ
う
に
再
考
の
余
地
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
韓
国
併
合
以
前
の
日
本
仏
教
の
朝
鮮
進
出

に
対
す
る
朝
鮮
総
督
府
の
不
機
嫌
な
立
場
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
通
り
で
あ

る
が43
、
次
の
よ
う
に
、
韓
国
併
合
以
後
に
も
こ
の
よ
う
な
関
係
は
持
続
し
た
よ
う
で

あ
る
。
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要
す
る
に
、
植
民
地
空
間
に
お
け
る
朝
鮮
総
督
府
と
日
本
仏
教
と
の
ぎ
こ
ち
な
い

関
係
の
中
に
は
、
常
に
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
大
き
な
障
害
が
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教

を
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
日
本
仏
教
の
活
動
を
、
朝
鮮
総
督
府
は
支
援
し
な
が
ら

も
、
そ
の
失
望
感
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
１
９
２
０
年
代
に
斎
藤
実
総
督
が
宗
教
政

策
の
中
で
も
特
に
重
視
し
た
の
は
、
朝
鮮
仏
教
の
御
用
化
・
日
本
化
で
あ
っ
た
が
、

日
本
仏
教
の
各
宗
派
の
直
接
的
な
活
動
は
そ
れ
ほ
ど
役
立
た
ず
、
そ
の
た
め
、
朝
鮮

仏
教
の
御
用
化
・
日
本
化
を
推
進
す
る
役
割
と
し
て
、
新
し
く
「
朝
鮮
仏
教
団
」
が

組
織
さ
れ
た
り
も
し
た
。
こ
の
よ
う
な
側
面
も
、
朝
鮮
総
督
府
と
日
本
仏
教
の
ぎ
こ

ち
な
い
関
係
の
一
つ
の
事
例
と
み
る
こ
と
が
で
き
る44
。 

一
方
、
１
９
３
０
年
代
の
「
心
田
開
発
運
動
」
と
関
連
し
て
、
日
本
仏
教
の
各
宗

派
の
中
で
最
も
積
極
的
に
参
加
し
た
の
が
、
真
宗
大
谷
派
で
あ
っ
た
。
大
谷
派
は
、

教
勢
の
拡
散
や
朝
鮮
人
の
信
仰
確
立
の
た
め
、
本
格
的
な
事
業
推
進
の
必
要
性
を
認

識
し
て
い
た
が
、
ち
ょ
う
ど
朝
鮮
総
督
府
学
務
課
の
心
田
開
発
運
動
と
相
ま
っ
て
、

１
９
３
５
年
6
月
か
ら
朝
鮮
各
地
を
回
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
総

督
府
の
支
援
下
で
進
め
ら
れ
た
大
谷
派
の
心
田
開
発
運
動
は
、
多
く
の
朝
鮮
人
信
者

の
獲
得
に
は
至
ら
な
か
っ
た45
。
心
田
開
発
運
動
は
、
朝
鮮
総
督
府
の
朝
鮮
人
皇
民
化

政
策
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
、
日
本
仏
教
の
朝
鮮
人
信
者
の
獲

得
と
い
う
教
団
側
の
宗
教
的
な
側
面
も
絡
ん
で
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
植
民
地
朝
鮮

に
お
け
る
朝
鮮
総
督
府
と
日
本
仏
教
は
、
朝
鮮
人
の
皇
民
化
政
策
と
い
う
同
様
の
目

標
を
目
指
し
様
々
な
事
業
を
推
進
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
協
力
と
葛
藤
を
も
た
ら
す

不
都
合
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
も
見
過
ご
し
て
は
い
け
な
い
。   

以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
朝
鮮
仏
教
の
親
日
の
対
象
は
、
日
本
仏

教
、
朝
鮮
総
督
府
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
が
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
を

同
一
な
観
点
か
ら
捉
え
、
解
釈
す
る
こ
と
に
も
無
理
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
同
じ
日
本

帝
国
臣
民
と
し
て
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
皇
民
化
政
策
と
い
う
同
様
の
目
標
に
向

か
っ
て
い
て
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
日
本
帝
国
と
の
拮
抗
関
係
の
中
に
存
在
し
て

い
た
。
こ
の
よ
う
に
「
日
本
仏
教
」
と
い
う
他
者
を
認
識
す
る
こ
と
で
、
朝
鮮
仏
教

の
「
親
日
」
は
、
こ
れ
ま
で
は
異
な
る
別
の
意
味
も
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

６
．
お
わ
り
に

本
論
文
で
は
、日
韓
両
国
の
「
他
者
不
在
」
の
誤
っ
た
近
代
歴
史
認
識
を
批
判
し
、

韓
国
の
近
代
歴
史
認
識
が
誤
る
こ
と
と
な
っ
た
根
源
を
、「
親
日
―
抗
日
」
の
言
説
か

ら
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
上
で
、
こ
の
言
説
の
有
効
な
素
材
と
な
り
得
る
「
仏
教
」

を
対
象
に
、
韓
国
近
代
仏
教
界
の
「
親
日
」
が
持
つ
様
々
な
意
味
に
つ
い
て
、
当
時

の
時
代
的
背
景
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
考
察
し
た
。

こ
れ
ま
で
彼
ら
の
親
日
行
為
の
お
お
む
ね
の
対
象
は
、
先
行
研
究
で
論
じ
ら
れ
て

き
た
よ
う
に
、「
日
本
仏
教
」「
朝
鮮
総
督
府
」「
日
本
帝
国
」
を
念
頭
に
置
い
て
論
じ

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、こ
う
し
た
対
象
を
、「
日
本
（
帝
国
）」
と
い

う
一
つ
の
抽
象
的
な
概
念
で
ま
と
め
る
こ
と
に
は
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
本
論
文

で
述
べ
て
き
た
通
り
、
日
本
仏
教
と
朝
鮮
総
督
府
の
間
で
は
、
中
西
が
指
摘
し
た
よ

う
に
「
微
妙
な
思
惑
」
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
一
体
化
さ
せ
る
の
に
は
多

少
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
「
日
本
仏
教
」
と
い
う
他
者
を
ま
っ
た
く
念
頭

に
置
い
て
こ
な
か
っ
た
韓
国
の
自
国
中
心
の
歴
史
観
が
基
底
に
あ
り
、
韓
国
人
に
有

利
な
立
場
か
ら
「
親
日
―
抗
日
」
構
図
の
歴
史
認
識
を
作
り
、そ
の
枠
組
み
か
ら
「
日

本
仏
教
」「
朝
鮮
総
督
府
」「
日
本
帝
国
」
を
眺
め
て
き
た
の
で
あ
る
。  

一
方
、
親
日
的
な
人
物
の
時
代
的
背
景
を
考
慮
し
、
親
日
行
為
の
対
象
を
詳
し
く

捉
え
て
み
る
と
、同
じ
「
日
本
仏
教
」
と
い
う
対
象
で
あ
っ
て
も
、そ
の
中
に
は
「
文

明
」
が
あ
り
、「
身
分
解
放
」
が
あ
り
、「
近
代
教
育
」
が
あ
っ
た
の
が
、
以
上
の
内

容
か
ら
確
認
で
き
た
。   

こ
の
よ
う
に
、「
親
日
―
抗
日
」
の
構
図
が
培
っ
た
現
在
と
い
う
観
点
か
ら
の
近
代

に
つ
い
て
の
歴
史
認
識
は
、
韓
国
人
に
多
様
な
近
代
の
歴
史
を
想
定
で
き
る
余
裕
を
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与
え
て
く
れ
な
い
。
朴
在
顕
は
、
白
龍
城
の
独
立
の
意
味
を
、
従
来
の
抗
日
独
立
運

動
家
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
し
た
新
し
い
観
点
か
ら
提
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
彼
が

考
え
た
独
立
は
、
現
在
の
韓
国
人
た
ち
の
考
え
て
い
る
抗
日
意
識
と
比
べ
る
と
、
そ

の
意
味
は
全
面
的
で
本
質
的
で
な
も
の
あ
り
、
当
時
の
朝
鮮
の
社
会
苦
を
念
頭
に
お

い
た
包
括
的
な
も
の
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
も
、「
親
日
―
抗
日
」
構

図
か
ら
外
れ
た
「
独
立
」
の
意
味
を
、
再
吟
味
し
た
も
の
で
あ
っ
た46
。

「
親
日
―
抗
日
」
か
ら
抜
け
出
し
た
場
合
、
そ
こ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
見
え
て
こ
な

か
っ
た
近
代
歴
史
の
破
片
の
彫
刻
ら
が
、
一
つ
ず
つ
そ
の
姿
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
近
代
と
い
う
歴
史
空
間
に
お
い
て
、
他
者
と
し
て
の
「
日
本
」

と
向
き
合
っ
た
際
に
は
、
韓
国
人
は
そ
こ
に
投
影
さ
れ
た
韓
国
人
の
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
今
は
「
親
密
な
敵
」
で
あ
る
日
本
を
嫌
悪
し
憎
悪
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
憎
し
み
と
憎
悪
の
中
に
包
摂
さ
れ
て
き
た
多
様
な
意
味
に
つ
い
て
、

慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
あ
る
。
次
の
文
章
は
、
２
０
０
１
年
12
月
2

日
、
親
日
人
名
事
典
編
纂
委
員
会
第
1
次
国
民
公
聴
会
に
お
い
て
、
親
日
派
の
概
念

と
範
疇
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

日
本
帝
国
主
義
の
主
権
侵
奪
や
植
民
地
支
配
お
よ
び
侵
略
戦
争
に
意
識
的
に
協

力
し
た
者
、
意
識
的
で
あ
れ
無
意
識
的
で
あ
れ
、
自
発
的
で
あ
れ
被
動
的
で
あ

れ
、
民
族
ま
た
は
民
族
構
成
員
に
と
っ
て
身
体
的
・
物
質
的
・
精
神
的
に
直
間

接
的
に
相
当
な
被
害
を
与
え
た
行
為
者
、
ま
た
附
日
協
力
者
や
民
族
反
逆
者
す

べ
て
を
総
称
す
る
用
語
と
し
て
親
日
派
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る47
。 

意
識
的
／
無
意
識
的
、
自
発
的
／
避
難
的
、
直
接
的
／
間
接
的
、
相
当
な
被
害
と

い
う
用
語
の
使
用
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ど
こ
ま
で
を
親
日
派
の
範
疇
に
い
れ
る

べ
き
か
、
親
日
派
の
意
味
を
規
定
す
る
に
お
け
る
、
当
時
の
苦
悩
が
窺
え
る48
。
だ
が
、

こ
う
し
た
方
法
で
親
日
派
を
定
義
す
る
こ
と
は
、「
親
日
―
抗
日
」
構
図
を
さ
ら
に
強

化
さ
せ
る
結
果
を
も
た
ら
す
に
違
い
な
い
。
親
日
派
の
清
算
、日
帝
残
滓
清
算
な
ど
、

韓
国
人
の
近
代
史
の
記
憶
と
い
う
記
憶
装
置
の
中
に
は
、
彼
ら
は
必
ず
清
算
す
べ
き

も
の
と
し
て
、
深
く
根
を
下
ろ
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
そ
の
意
味
に
つ
い
て
慎
重

に
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
が
不
可
能
な
限
り
、
永
遠
に
「
親
日
―

抗
日
」
と
い
っ
た
二
項
対
立
的
な
構
図
の
中
で
、「
親
密
な
敵
」
日
本
と
同
居
し
続
け

な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

注①　
本
論
文
は
、「
근
대
한
국
불
교
의 

〈
친
일
‐
항
일
〉
담
론
‐
한
국
불
교
‘
친
일
’

의
미
의 

다
양
성
」（「
近
代
韓
国
仏
教
の〈
親
日
―
抗
日
〉の
言
説
―
韓
国
仏
教「
親
日
」

意
味
の
多
様
性
」）、『
比
較
日
本
学
研
究
』
37
輯
、
２
０
１
６
年
に
掲
載
さ
れ
た
韓
国

語
の
論
文
を
翻
訳
し
た
も
の
を
土
台
と
し
、
一
部
内
容
を
修
正
・
加
筆
し
た
。

②　

本
論
文
に
お
け
る
「
韓
国
」「
朝
鮮
」
の
使
い
分
け
は
、
植
民
地
期
を
指
す
場
合
に

は
「
朝
鮮
」、現
在
の
状
況
を
指
す
場
合
に
は
「
韓
国
」
と
す
る
こ
と
と
す
る
。「
朝
鮮

仏
教
」「
韓
国
仏
教
」
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

③　

朝
鮮
の
僧
侶
、独
立
運
動
家
。
１
９
１
９
年
に
発
生
し
た
３
・
１
運
動
の
際
に
発
表

さ
れ
た
、
33
名
の
民
族
代
表
に
よ
る
「
独
立
宣
言
書
」
に
、
朝
鮮
仏
教
界
を
代
表
し
て

署
名
し
た
う
ち
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
た
。

④　

朝
鮮
の
詩
人
、
僧
侶
、
独
立
運
動
家
。
１
９
０
４
年
に
僧
侶
と
な
り
、
３
・
１
運
動

「
独
立
宣
言
書
」
に
、
白
龍
城
と
同
じ
く
仏
教
界
を
代
表
し
て
署
名
し
、
以
降
、
亡
く

な
る
ま
で
民
族
主
義
者
と
し
て
の
意
志
を
曲
げ
な
か
っ
た
。
論
著
に『
朝
鮮
仏
教
維
新

論
』『
仏
教
大
典
』『
朝
鮮
独
立
の
書
』
ほ
か
。

⑤　

１
９
５
４
年
か
ら
１
９
６
２
年
に
か
け
て
、韓
国
仏
教
界
に
お
け
る
妻
帯
僧
侶
（
親

日
仏
教
・
倭
色
仏
教
）
の
退
出
を
は
じ
め
、比
丘
僧
侶
（
民
族
仏
教
）
に
よ
る
宗
団
再

建
や
韓
国
仏
教
の
伝
統
樹
立
の
た
め
に
発
生
し
た
、仏
教
近
代
化
運
動
で
あ
る
。
そ
の

後
、
韓
国
で
は
、
現
在
の
曹
溪
宗
が
定
着
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

⑥　

金
哲
（
２
０
０
８
）、「
抵
抗
과 

絶
望
」、
韓
日
連
帯
21 

엮
음
、『
韓
日
歴
史
認
識 

論

争
의 
메
타
히
스
토
리
』、
뿌
리
와 

이
파
리
、p.57

⑦　

李
東
仁
に
つ
い
て
は
、
次
の
研
究
が
あ
る
。
李
・
ソ
ォ
ン
グ
ン
（
１
９
６
６
）、「
奇
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傑
했
던 

開
化
僧　

李
東
仁
의　

業
績
과 

生
涯
」『
東
亞
論
叢
』
第
3
輯；

 

李
・
グ
ァ

ン
リ
ン
（
１
９
７
３
）、「
開
化
僧　

李
東
仁
」、『
開
化
堂
研
究
』、
일
조
각；

 

李
・

グ
ァ
ン
リ
ン
（
１
９
６
８
）、「
開
化
僧 

李
東
人
에 

関
한 

새
史
料
」、『
東
亜
研
究
』、

西
江
大
学
校 

東
亜
研
究
所；

S
atow

 P
apers

（
１
９
８
１
）、「
開
化
僧　

李
東
仁
의 

在
日
活
動
」、『
新
東
亜
』
第
5
月
号；

チ
ェ
・
イ
ン
テ
ク
（
２
０
０
６
）、「
開
港
期 

奥
村
円
心
의 
朝
鮮
布
教 

活
動
과 

李
東
仁
」、『
東
北
亜
文
化
研
究
』
第
10
輯；

 

朴
・

ヨ
ン
モ
（
２
０
１
０
）、「
開
化
僧 

李
東
仁
에 

대
한　

研
究
」、『
韓
国
仏
教
学
』
第
28

号 

な
ど
。

⑧　

チ
ェ
・
イ
ン
テ
ク
（
２
０
０
６
）、
前
掲
論
文
、p.442

⑨　

韓
石
熙
は
、『
日
本
外
交
文
書
』
と
『
朝
鮮
国
布
教
日
誌
』
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ

り
、
李
東
仁
が
日
本
の
主
要
人
物
と
相
当
な
交
流
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
こ

う
し
た
側
面
が
、
彼
の
ス
パ
イ
説
の
理
由
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
韓
晳
曦

（
１
９
８
８
）、『
日
本
の
朝
鮮
支
配
と
宗
教
政
策
』、
未
来
社
、p.41

⑩　

林
慧
峰
は
、
崔
就
虚
の
3
度
目
の
親
日
行
為
に
つ
い
て
、「
心
田
開
発
運
動
」
に
積

極
的
に
協
力
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。 

林
慧
峰（
２
０
０
５
）、『
親
日
僧
侶
１
０
８

人
』、
青
年
社
、p.26

⑪　

リ
ュ
・
ス
ン
ジ
ュ
（
２
０
０
８
）、「
日
帝
의 

仏
教
政
策
과 

親
日
仏
教
의 

様
相
」、

『
仏
教
学
報
』、
第
48
輯
、pp.162-163

⑫　

金
・
ス
ゥ
ン
ソ
ォ
ク
（
２
０
０
３
）、「
統
監
府 

時
期 

仏
教
界
의 
明
進
学
校 

設
立
과 

運
営
」、『
韓
国
独
立
運
動
史
研
究
』
第
21
輯
、p.149 

⑬　

ハ
ン
・
ド
ン
ミ
ン
（
２
０
０
３
）、「
近
代
仏
教
界
의 

変
化
와 

奉
先
寺 
住
持 

洪
月

初
」、『
中
央
社
論
』
第
18
輯
、p.30

⑭　

金
光
植
（
２
０
０
６
）、「
明
進
学
校
의 

建
学
精
神
과 

近
代 

民
族
仏
教
観
의 

形
成
」、

『
仏
教
学
報
』
第
45
輯
。

⑮　
「
心
田
開
発
運
動
」
政
策
は
、
戦
時
期
総
動
員
体
制
直
前
に
国
民
統
合
を
図
る
べ
く

企
図
さ
れ
た
植
民
地
政
策
の
一
つ
で
、朝
鮮
仏
教
や
日
本
仏
教
団
体
が
多
大
に
参
加
し

て
い
た
。

⑯　

林
慧
峰
（
２
０
１
１
）、「
仏
教
界
의 

親
日
問
題
」、『
基
督
教
思
想
』
通
巻 

６
３
２

号
、p.57 

⑰　

林
慧
峰
の
調
査
に
よ
る
と
、
權
相
老
の
親
日
的
な
論
説
は
『
毎
日
新
報
』
に
1
本
、

『
仏
教
』
に
8
本
、『
仏
教
時
報
』
に
3
本
な
ど
、
計
12
本
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ

し
て
、
19
本
の
親
日
論
説
を
ま
と
め
た
『
臨
戦
의 

朝
鮮
仏
教
』
と
い
う
単
行
本
が
あ

る
。
林
慧
峰
（
２
０
０
５
）、
前
掲
書
、p.494

⑱　

林
慧
峰
（
２
０
１
１
）、
前
掲
論
文
、
リ
ュ
・
ス
ン
ジ
ュ
、 

前
掲
論
文
を
参
考
。

⑲　

韓
国
東
国
大
学
校
と
同
じ
く
当
時
の
仏
教
関
連
の
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
。

⑳　

林
慧
峰
（
２
０
０
５
）、
前
掲
書
、pp.371-479

㉑　

ジ
ョ
ン
・
グ
ァ
ン
ホ
、「
韓
国
近
代
仏
教
의 

妻
帯
食
肉
」、『
韓
国
学
研
究
』
第
3
輯
、

１
９
９
１
、pp.100-101

㉒　

마
이
카 

아
워
백
（
２
０
０
８
）、「‘
親
日
仏
教
’
歴
史
学
의 

再
考
―
朝
鮮
仏
教
団
과 

１
９
２
０
年
代　

朝
鮮
에
서
의 

僧
侶
結
婚
에 

대
한 

論
争
」、『
亜
細
亜
研
究
』51（
3
）、

p.18.

韓
国
語
論
文
の
日
本
語
訳
は
著
者
に
よ
る
。
以
下
、
同
様
。

㉓　

チ
ェ
・
イ
ン
テ
ク
は
、
奥
村
円
心
の
布
教
活
動
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

「
円
心
の
朝
鮮
布
教
活
動
が
引
き
起
こ
し
た
副
次
的
な
産
物
と
し
て
、
社
会
進
化
論
的

な
立
場
か
ら
の
新
文
明
導
入
の
窓
口
の
役
割
と
い
う
側
面
も
、新
た
に
言
及
す
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。
単
に
日
帝
の
手
先
、親
日
と
い
う
政
治
的
な
構
図
と
は
異
な
る
立
場

で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
日
誌
か
ら
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、円
心
が
持
ち
込
ん
だ
新

文
明
、
い
わ
ゆ
る
、
書
籍
、
ラ
ン
プ
、
石
油
、
マ
ッ
チ
、
薬
な
ど
の
些
細
な
文
物
が
、

新
し
い
文
明
に
対
す
る
一
般
人
や
知
識
人
、僧
侶
階
層
の
吸
引
力
を
刺
激
す
る
機
制
と

し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
も
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。」
チ
ェ
・
イ
ン
テ
ク
、
前
掲
論
文
、 

p.443

㉔　

ソ
・
ジ
ェ
ヨ
ン（
２
０
０
６
）、 「
僧
侶
의 

入
城
禁
止 

解
除
와 

近
代
仏
教
의 

展
開
」、

『
仏
教
学
報
』
第
45
輯
、 p.37

㉕　
「
親
日
派
」
の
概
念
及
び
定
義
に
つ
い
て
は
、「
お
わ
り
」
の
部
分
を
参
照
。

㉖　

朝
鮮
時
代
末
期
〜
大
韓
帝
国
期
の
政
治
家
。
大
韓
帝
国
の
内
閣
総
理
大
臣
、植
民
地

朝
鮮
の
朝
鮮
総
督
府
中
枢
院
副
議
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。
当
時
も
、韓
国
併
合
反
対
派

か
ら
は
、
併
合
の
元
凶
と
看
做
さ
れ
非
難
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
後
、
朝
鮮
半
島
植
民
地

化
の
元
凶
の
一
人
と
し
て
の
評
価
が
強
ま
り
、憎
悪
を
一
身
に
受
け
た
。
そ
の
た
め
今

日
に
至
る
ま
で
、
韓
国
に
お
い
て
李
完
用
の
名
は
、「
親
日
派
」「
売
国
奴
」
の
代
名
詞

と
な
っ
て
い
る
。

㉗　

林
慧
峰
（
１
９
９
３
）、「
仏
教
界
의 

李
完
用
」、
反
民
族
問
題
研
究
所
、『
親
日
派

99
人
』、
돌
베
개
。 

㉘　

金
・
ス
ゥ
ン
ソ
ォ
ク
（
２
０
０
３
）、
前
掲
論
文
。
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㉙　

金
光
植
（
２
０
０
６
）、「
明
進
学
校
의 

見
学
精
神
과 

近
代 

民
族
仏
教
観
의 

形
成
」、

『
仏
教
学
報
』、
第
56
輯
。

㉚　

金
泰
勳（
２
０
１
４
）、「‘
朝
鮮
仏
教
’の
成
立
―‘
帝
国
仏
教
’論
の
射
程
」、末
木
文

美
士
／
林
淳
／
吉
永
進
一
／
大
谷
栄
一
編
、『
ブ
ッ
ダ
の
変
貌
‐
交
錯
す
る
近
代
仏

教
』、
法
蔵
館
。

㉛　

諸
点
淑
（
２
０
１
３
）、「
開
港
期 

朝
鮮 

日
本
仏
教
의 

宗
教
活
動
에 

관
한 

研
究
」、

『
比
較
日
本
学
』
第
29
輯
、pp.102-109

32　

林
慧
峰
（
２
０
０
５
）、
前
掲
書
、pp.450-451

33　

許
永
鎬
と
い
う
朝
鮮
人
の
名
前
で
は
な
く
「
徳
光
翼
」
と
い
う
改
名
し
た
名
前
で
次

の
よ
う
に
寄
稿
し
て
い
る
。
德
光
翼
（
１
９
４
３
）、「
時
事 

決
戰
第
二
年
과 

새
로
운 

仏
教
에
의 

構
想
： 

佛
誕
을　

맞
이
면
서
‐
」、『
仏
教
（
新
版
）』。

34　

德
光
翼
（
１
９
４
３
）、
前
掲
論
文
、pp.6-7

35　

趙
明
済
（
２
０
１
１
）、「
許
永
鎬
의 
戦
争
協
力
의 

談
論
과 

近
代
仏
教
」、『
港
都

山
』
第
27
巻
、pp.17-18

36　

許
永
鎬
が
編
集
者
及
び
発
行
人
と
な
っ
た
『
平
凡
』
は
、１
９
２
６
年
8
月
1
日
付

け
で
創
刊
さ
れ
た
文
芸
誌
で
あ
る
。 

一
般
民
衆
を
対
象
に
し
て
お
り
、
随
筆
、
小
説

な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。１
９
２
６
年
10
月
ま
で
の
通
号
3
号
に

よ
り
、
終
刊
と
な
っ
た
。

37　

諸
点
淑
（
２
０
１
５
）、「
日
帝
時
代 

許
永
鎬
의 

国
内
外 

動
向
과 
‘
現
実
認
識
’」、

『
卍
海
学
報
』
第
14
・
15
合
号
。 

38　

德
光
翼
（
１
９
４
２
）、「
大
東
亜
戦
火
의 

火
祭
를 

맞
어
서
」、『
仏
教
（
新
版
）』
第

36
巻
、p.8

39　

中
西
直
樹
（
２
０
１
３
）、『
植
民
地
朝
鮮
と
仏
教
』、
三
人
社
（
真
宗
大
谷
派
と
日

蓮
宗
の
朝
鮮
布
教
前
の
日
本
国
内
事
情
と
関
連
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、「
第
一
章　

明
治
期
・
真
宗
大
谷
派
の
海
外
進
出
と
そ
の
背
景
―
北
海
道
開
拓
・
欧
州
視
察
・
ア

ジ
ア
布
教
」
を
参
照
）

40　

中
西
直
樹
、
前
掲
書
、p.107

41　

近
代
日
本
の
宗
教
言
説
に
つ
い
て
は
、
磯
前
順
一
（
２
０
１
２
）、『
近
代
日
本
の
宗

教
言
説
と
そ
の
系
譜
』、
岩
波
書
店
を
参
照
。
ち
な
み
に
同
書
店
で
２
０
１
６
年
再
刊

行
さ
れ
た
。（
韓
国
語
版
、
諸
点
淑
（
２
０
１
６
）、『
近
代 

日
本
의 

宗
教
談
論
과 

系

譜
』、
논
형
）

42　

諸
点
淑
（
２
０
１
３
）、
前
掲
論
文
、pp.17-18

43　

朝
鮮
総
督
府
の
寺
刹
令
施
行
に
よ
る
日
本
仏
教
と
朝
鮮
総
督
府
と
の
微
妙
な
関
係

に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
深
い
議
論
が
必
要
で
あ
る
。 

44　

中
西
直
樹
、
前
掲
書
、p.13

45　

中
西
直
樹
、
前
掲
書
、pp.243-244

46　

朴
在
顕
（
２
０
１
４
）、「
日
帝
強
点
期 

‘
独
立
’
의 

한 

意
味
：
白
龍
城
을 

中

心
으
로
」、『
韓
国
禅
学
』 

第
38
号
、pp. 109-110

47　

李
・
マ
ン
ヨ
ル
（
２
０
０
１
）、「
親
日
派
의 

概
念
과 

範
疇
」、
親
日
人
名
辞
典
編

纂
委
員
会 

第
1
次 

国
民
公
聴
会 

資
料
集
、民
族
問
題
研
究
所
、２
０
０
１
、p.7.

（
林

慧
峰
（
２
０
０
６
）、
前
掲
論
文
、p.128

か
ら
再
引
用
）

48　

も
ち
ろ
ん
国
民
公
聴
会
資
料
集
に
は
、親
日
派
（
附
日
協
力
者
・
民
族
反
逆
者
）
校

正
案
が
掲
載
さ
れ
、
そ
こ
に
は
計
27
の
項
目
に
わ
た
り
、
具
体
的
な
親
日
行
為
者
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、「
親
日
僧
侶
」
に
当
た
る
条
項
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め

て
い
る
。〈
１
．
独
立
運
動
か
ら
変
節
し
、
附
日
協
力
し
た
者
、
2
．
学
兵
、
志
願
兵
、

徴
兵
、
徴
用
、
供
出
を
勧
め
た
り
、
強
要
し
た
者
、
3
．
言
論
、
芸
術
、
学
校
、
宗

教
、
文
学
の
ほ
か
、
各
宗
文
化
機
関
を
通
じ
て
植
民
地
統
治
を
賛
美
し
、
独
立
（
民
族

解
放
）
運
動
を
妨
害
し
、
内
鮮
融
和
、
皇
民
化
運
動
を
推
進
し
、
日
本
帝
国
の
戦
争
に

協
力
し
た
も
の
、
４
．
日
本
帝
国
の
戦
争
に
協
調
す
る
軍
需
品
を
生
産
し
、
資
源
を
提

供
し
た
者
お
よ
び
巨
額
の
金
品
と
飛
行
機
な
ど
を
献
納
し
た
者
、５
．
日
本
政
府
、
日

本
軍
部
、
朝
鮮
総
督
府
か
ら
褒
賞
ま
た
は
勲
功
を
受
け
た
者
、
６
．
日
帝
統
治
機
構
の

各
種
外
郭
団
体
の
幹
部
と
職
員
〉
林
慧
峰
（
２
０
０
５
）、
前
掲
書
、p.10

だ
が
、
こ

の
よ
う
な
仕
分
け
も
、「
現
在
」
的
観
点
の
「
親
日
―
抗
日
」
構
図
を
さ
ら
に
深
く
浸

透
さ
せ
る
原
因
と
な
る
。

〈
参
考
文
献
〉

김
광
식
（
２
０
０
６
）、「
명
진
학
교
의 

건
학
정
신
과 

근
대 

민
족
불
교
관
의 

형
성
」、『
불
교
학
보
』、
제
45
집
。

김
순
석
（
２
０
０
３
）、「
統
監
府 

시
기 

仏
教
界
의 

明
進
学
校 

설
립
과 

운
영
」、

『
한
국
독
립
운
동
사
연
구
』 

21
。

김
철
（
２
０
０
８
）、「
저
항
과 

절
망
」、
한
일 

연
대
21 

엮
음
、『
한
일 

역
사
인
식 

논
쟁
의 



二
二
八

536

메
타
히
스
토
리
』、
뿌
리
와 

이
파
리
。

류
승
주
（
２
０
０
８
）、「
일
제
의 

불
교
정
책
과 

친
일
불
교
의 

양
상
」、『
불
교
학
보
』、

제
48
집
。

마
이
카 
아
워
백
、 「‘
친
일
불
교
’ 

역
사
학
의 

재
고
‐
조
선
불
교
단
과 

１
９
２
０
년
대 

조
선
에
서
의 

승
려
결
혼
에 

대
한 

논
쟁
」、 『
아
세
아
연
구
』 

51
（
3
）、
２
０
０
８
。

박
용
모
（
２
０
１
０
）、「
開
化
僧 

李
東
仁
에 

대
한 

研
究
」、『
韓
国
仏
教
学
』、
제
28
호
。

박
재
현
（
２
０
１
４
）、「
일
제
강
점
기 ‘
독
립
’
의 

한 

의
미
：
백
용
성
을 

중
심
으
로
」、

『
한
국
선
학
』、
제
38
호
。

Satow
 Papers

（
１
９
８
１
）、 「
開
化
僧　

李
東
仁
의 

在
日
活
動
」、『
新
東
亜
』、제
5
월
호
。

서
재
영
（
２
０
０
６
）、「
승
려
의 
입
성
금
지 

해
제
와 

근
대
불
교
의 

전
개
」、『
불
교

학
보
』、
제
45
집
。

이
선
근
（
１
９
６
６
）、「
奇
傑
했
던 
開
化
僧　

李
東
仁
의　

業
績
과 

生
涯
」 『
東

亞
論
叢
』、
제
3
집
。

이
광
린
（
１
９
７
３
）、「
개
화
승　

이
동
인
」、『
개
화
당
연
구
』、
일
조
각
。

　
　
　

（
１
９
６
８
）「
개
화
승　

이
동
인
에 

관
한 
새
사
료
」、『
동
아
연
구
』、
서
강
대

학
교 

동
아
연
구
소
。

임
혜
봉
（
１
９
９
３
）、「
불
교
계
의
이
완
용
」、
반
민
족
문
제
연
구
소
、『
친
일
파
99
인
』、

돌
베
개
。

　
　
　

（
２
０
０
５
）、『
친
일
승
려
１
０
８
인
』、
청
년
사
。

　
　
　

（
２
０
１
１
）、「
불
교
계
의 

친
일
문
제
」、『
기
독
교
사
상
』。 

정
광
호
（
１
９
９
１
）、「
한
국 

근
대
불
교
의 

대
처
식
육
」、『
한
국
학 

연
구
』、
3
집
。

제
점
숙
（
２
０
１
３
）、「
개
항
기 

조
선 

일
본
불
교
의 

종
교 

활
동
에 

관
한 
연
구
」、

『
비
교
일
본
학
』、
제
29
집
。

　
　
　

（
２
０
１
５
）、「
일
제
시
대 

허
영
호
의 

국
내
외 

동
향
과 

‘
현
실
인
식
’」、

『
만
해
학
보
』、
제
14
・
15
합
호
。

조
명
제
（
２
０
１
１
）、 「
허
영
호
의 

전
쟁 

협
력
의 

담
론
과 

근
대
불
교
」、『
항
도
부
산
』、

27
권
。 

최
인
택
（
２
０
０
６
）、 「
개
항
기 

奥
村
円
心
의 

조
선
포
교 

활
동
과 

이
동
인
」、『
동
북
아 

문
화
연
구
』、
제
10
집
。 

한
동
민
（
２
０
０
３
）、 「
근
대 

불
교
계
의 

변
화
와 

奉
先
寺 

주
지 

洪
月
初
」、

『
중
앙
사
론
』、
제
18
집
。

德
光
翼
（
１
９
４
２
）、「
대
동
아 

전
하
의 

화
제
를 

맞
어
서
」、『
불
교
（
신
판
）』、36
권
。

　
　
　

（
１
９
４
３
）、 「
시
사
： 

결
전
제 

2
년
과 

새
로
운 

불
교
에
의 

구
상
‐
불
탄
을 

맞
이
면
서
‐
」、『
불
교
사
（
신
판
）』。

　
　
　

（
１
９
４
３
）「
決
戰
第
二
年
과 

새
로
운 

仏
教
에
의 

構
想 

： 

佛
誕
을
맞

이
면
서
」、『
불
교
』。

韓
晳
曦
（
１
９
８
８
）、『
日
本
の
朝
鮮
支
配
と
宗
教
政
策
』、
未
来
社
。

磯
前
順
一
（
２
０
１
２
）、『
宗
教
概
念
あ
る
い
は
宗
教
学
の
死
』、
東
京
大
学
出
版
会
。

　
　
　
　

（
２
０
１
２
）『
近
代
日
本
の
宗
教
言
説
と
そ
の
系
譜
』、
岩
波
書
店
。

中
西
直
樹
（
２
０
１
３
）、『
植
民
地
朝
鮮
と
仏
教
』、 

三
人
社
。

金
泰
勳
（
２
０
１
４
）、 「‘
朝
鮮
仏
教
’
の
成
立
‐
‘
帝
国
仏
教
’
論
の
射
程
」、 

末
木
文

美
士
／
林
淳
／
吉
永
進
一
／
大
谷
栄
一
編
、『
ブ
ッ
ダ
の
変
貌
‐
交
錯
す
る
近
代
仏

教
』、
法
蔵
館
。

金
哲
著
、田
島 

哲
夫
譯
（
２
０
１
５
）、『
抵
抗
と
絶
望
： 

植
民
地
朝
鮮
の
記
憶
を
問
う
』、 

大
月
書
店
。

（
韓
国
東
西
大
学
校
東
ア
ジ
ア
学
科
副
教
授
）


